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特別記事

宮
本
信
生
君
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

　
宮
本
信
生
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
中
ソ
対
立
生
成
・
発
展
の

基
本
要
因
に
つ
い
て
の
研
究
ー
米
中
ソ
の
『
核
』
と
中
ソ
の
大
国
民
族

主
義
・
意
識
の
結
合
』
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
序
説

　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
二
、
考
察
の
方
法

　
　
　
1
、
考
察
対
象
期
間

　
　
　
2
、
一
次
資
料

　
　
　
3
．
視
座
の
設
定

　
　
　
　
ω
　
ソ
連
の
大
国
主
義
と
中
国
の
潜
在
的
大
国
民
族
意
識

　
　
　
　
⑧
　
米
ソ
巨
大
核
戦
力
の
相
対
的
均
衡
と
中
ソ
核
戦
力
の
絶
対

　
　
　
　
的
格
差

　
　
　
　
③
　
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
「
政
治
的
手
段
」
と
し
て

　
　
　
　
　
の
機
能

　
　
　
4
、
基
本
枠
組
の
設
定

　
　
　
ω
　
ソ
連
の
大
国
民
族
主
義
と
中
国
の
潜
在
的
大
国
民
族
意
識

　
　
　
　
　
の
背
反

　
　
　
　
ω
　
米
ソ
巨
大
核
戦
力
の
相
対
的
均
衡
を
背
景
と
す
る
米
ソ
の

　
　
　
　
「
敵
対
的
共
存
」
関
係

　
　
　
⑥
　
中
ソ
核
戦
力
の
絶
対
的
格
差
に
対
す
る
中
ソ
の
意
図
の
背

　
　
　
　
反

第
一
部
中
ソ
の
大
国
民
族
主
義
・
意
識

　
第
一
章
　
中
ソ
同
盟
関
係
の
成
立
と
初
期
的
展
開
（
一
九
四
五
～
五

　
　
　
　
三
）

　
　
第
一
節
中
ソ
同
盟
関
係
前
史

　
　
　
一
、
中
ソ
同
盟
条
約
の
前
身
ー
ヤ
ル
タ
密
約

　
　
　
二
、
中
ソ
相
互
不
信
の
史
的
堆
積

　
　
第
二
節
中
ソ
同
盟
関
係
の
成
立

　
　
　
一
、
毛
沢
東
・
周
恩
来
の
訪
ソ

　
　
　
ニ
、
中
ソ
同
盟
条
約
締
結
交
渉

　
　
　
三
、
中
ソ
同
盟
関
係
の
基
本
特
質

　
　
第
三
節
　
朝
鮮
戦
争
に
み
る
中
ソ
同
盟
関
係
の
展
開

　
　
　
一
、
北
朝
鮮
の
「
南
侵
」
決
定

　
　
　
二
、
北
朝
鮮
の
「
南
侵
』
よ
り
中
共
参
戦
決
定
ま
で

　
　
　
三
、
中
共
の
参
戦

　
　
　
四
．
休
戦
に
至
る
過
程

　
　
　
五
、
朝
鮮
戦
争
に
み
る
中
ソ
対
立
要
因
の
萌
芽

　第二

章
　
中
国
の
対
ソ
対
等
、
対
抗
意
識
の
台
頭
（
一
九
五
三
～
五

　
　
　
七
）

　
第
一
節
ク
レ
ム
リ
ソ
新
指
導
部
と
中
国

　
　
　
一
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
葬
儀
と
中
国
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二
、
ク
レ
ム
リ
ソ
新
指
導
部
の
権
力
闘
争

　
　
第
二
節
　
ス
タ
ー
リ
ソ
後
の
中
ソ
積
極
協
調
関
係

　
　
　
一
、
中
ソ
積
極
協
調
の
基
本
前
提

　
　
　
二
、
ク
レ
ム
リ
ソ
新
指
導
部
の
対
中
積
極
協
調
施
策

　
　
　
三
、
中
ソ
積
極
協
調
関
係
の
意
義
と
限
界

　
　
第
三
節
　
「
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
」
と
中
国

　
　
　
一
、
「
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
」
の
ソ
連
内
政
上
の
意
義

　
　
　
二
、
「
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
」
に
対
す
る
中
国
の
反
応

　
　
第
四
節
　
東
欧
動
乱
と
中
国
の
対
ソ
対
等
・
対
抗
意
識
の
高
揚

　
　
　
一
、
東
欧
動
乱
と
中
国

　
　
　
二
、
東
欧
動
乱
の
収
拾
過
程
と
中
国

　
　
　
三
、
東
欧
動
乱
前
後
に
み
る
中
ソ
関
係
の
諸
要
因

第
二
部
米
中
ソ
の
「
核
」
ー
核
戦
力
・
核
戦
略
・
核
開
発
・
核
拡
散

　
第
三
章
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
成
立
と
そ
の
意
義
（
一
九
五
七
）

　
　
第
一
節
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
成
立

　
　
　
一
、
中
国
の
核
開
発
の
意
図
と
能
力
の
乖
離

　
　
　
二
、
「
協
定
」
締
結
を
必
要
、
可
能
に
し
た
ソ
連
の
内
外
要
因

　
　
　
三
、
「
協
定
」
成
立
と
そ
の
意
義

　
　
第
二
節
　
モ
ス
ク
ワ
会
議
（
一
九
五
七
）

　
　
　
一
、
毛
沢
東
の
訪
ソ

　
　
　
ニ
、
彰
徳
懐
の
訪
ソ

　
　
　
三
、
モ
ス
ク
ワ
会
議
に
見
る
中
ソ
対
立
要
因
の
発
展
と
新
た
な

　
　
　
胎
動

第
四
章
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
形
骸
化
と
そ
の
波
紋
（
一
九
五

　
　
　
八
）

　
第
一
節
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
形
骸
化

　
　
一
、
西
独
核
武
装
の
潜
在
的
可
能
性
に
対
す
る
ソ
連
の
懸
念

　
　
二
、
「
協
定
」
の
形
骸
化

　
第
二
節
　
「
協
定
」
の
形
骸
化
を
背
景
と
す
る
中
国
の
対
ソ
自
主
・

　
　
　
　
独
立
の
軍
事
路
線

　
　
一
、
中
国
の
自
力
核
開
発
の
意
図

　
　
二
、
中
国
独
自
の
軍
事
路
線

　
第
三
節
　
台
湾
危
機
に
み
る
中
ソ
の
対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反

　
　
一
、
中
東
危
機
に
み
る
中
ソ
の
対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反
の
顕

　
　
　
在
化

　
　
二
、
台
湾
危
機
に
み
る
中
ソ
の
対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反
の
拡

　
　
　
大

　
　
三
，
台
湾
危
機
に
み
る
中
ソ
対
立
の
発
展

第
五
章
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
破
棄
と
そ
の
波
紋
（
一
九
五
九
）

　
第
一
節
　
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
破
棄

　
　
一
、
「
協
定
」
破
棄
に
至
る
経
緯

　
　
二
、
ソ
連
に
よ
る
「
協
定
」
破
棄
の
背
景

　
　
三
、
「
協
定
」
の
破
棄
を
背
景
と
す
る
中
ソ
対
立
の
発
展

　
第
二
節
　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
訪
米
と
訪
中

　
　
一
、
成
功
の
米
ソ
首
脳
会
談

　
　
二
、
決
裂
の
中
ソ
首
脳
会
談
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三
、
中
ソ
対
立
三
要
因
の
初
期
的
結
合

第
三
部
　
米
中
ソ
の
『
核
」
と
中
ソ
の
大
国
民
族
主
義
・
意
識
の
結
合

　
第
六
章
中
ソ
対
立
の
多
面
的
拡
大
（
一
九
六
〇
～
六
一
）

　
　
第
一
節
中
ソ
イ
デ
ィ
オ
・
ギ
ー
論
争
の
初
期
的
展
開

　
　
　
一
、
中
ソ
の
対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反

　
　
　
二
、
中
ソ
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
開
始

　
　
　
三
、
中
ソ
論
争
の
外
部
へ
の
露
呈

　
　
　
四
、
所
謂
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
本
質

　
　
第
二
節
　
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
－
中
ソ
対
立
の
社
会
主
義
陣
営
へ
の

　
　
　
　
　
波
及

　
　
　
一
、
U
－
n
機
事
件
ー
ソ
連
の
対
米
「
平
和
共
存
』
路
線
の
後

　
　
　
　
退

　
　
　
二
．
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
－
中
ソ
の
激
突

　
　
第
三
節
　
モ
ス
ク
ワ
会
議
（
一
九
六
〇
）

　
　
　
一
、
モ
ス
ク
ワ
会
議
に
至
る
間
の
中
ソ
党
・
国
家
関
係
の
悪
化

　
　
　
二
、
「
モ
ス
ク
ワ
声
明
」
作
成
過
程
に
み
る
中
ソ
の
激
論

　
　
　
三
、
モ
ス
ク
ワ
会
議
の
結
果
ー
小
康
の
中
ソ
関
係

　
　
　
第
四
節
、
中
ソ
対
立
の
あ
ら
た
な
尖
鋭
化

　
第
七
章
中
ソ
対
立
激
化
へ
の
過
程
（
一
九
五
二
～
六
三
）

　
　
第
一
節
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
前
後
に
お
け
る
米
中
ソ
の

　
　
　
　
　
「
核
」

　
　
　
一
、
キ
ュ
ー
バ
：
ミ
サ
イ
ル
危
機
と
中
国

　
　
　
二
、
中
国
の
核
開
発
と
米
ソ

第
二
節
　
中
ソ
対
立
の
加
速
度
的
発
展

　
　
一
、
中
ソ
対
立
の
さ
ら
な
る
発
展

　
　
二
、
中
ソ
党
代
表
者
会
談
の
決
裂

　
第
三
節
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
の
成
立
と
中
ソ
対
立
の
極
大

　
　
化

　
　
一
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
の
成
立

　
　
二
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
成
立
の
背
景

　
　
三
、
中
ソ
対
立
の
極
大
化
へ
の
過
程

第
八
章
　
中
ソ
対
立
の
存
続
と
終
息

　
第
一
節
理
論
的
整
序
と
検
証

　
　
一
、
中
ソ
対
立
生
成
、
発
展
の
基
本
要
因

　
　
二
、
中
ソ
対
立
の
存
続

　
第
二
節
　
中
ソ
関
係
正
常
化
へ
の
過
程
と
そ
の
背
景

　
　
一
、
中
ソ
関
係
正
常
化
へ
の
過
程

　
　
二
、
中
ソ
関
係
正
常
化
の
背
景

　
序
説
に
示
さ
れ
る
本
論
文
の
問
題
意
識
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
中
国

と
ソ
連
の
同
盟
関
係
は
、
ω
核
戦
略
下
に
お
い
て
、
＠
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ソ
主
義
を
共
に
信
奉
な
い
し
標
榜
し
、
の
七
五
〇
〇
キ
冒
に
お
よ
ぶ
長

大
な
国
境
を
接
す
る
二
大
民
族
国
家
の
同
盟
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
前

例
を
見
な
い
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
ソ
同
盟
関
係
の
弱
体
化
、

形
骸
化
と
同
時
に
生
成
し
た
中
ソ
対
立
は
、
そ
の
後
の
国
際
政
治
に
大
き

な
影
響
を
及
憾
し
、
さ
ら
に
対
立
の
行
方
は
将
来
の
国
際
政
治
に
も
大
き
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な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
ソ
対
立
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
世
界
各
国
に
お
い
て
多
く
の
研
究
が
発
表

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
何
が
中
ソ
対
立
を
生

成
・
発
展
さ
せ
た
基
本
要
因
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
実
証
性
と
理
論
性

を
共
に
備
え
た
解
答
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
れ
を
困
難
に

し
て
い
る
理
由
は
、
e
考
察
の
対
象
期
間
が
必
要
に
し
て
十
分
で
な
い
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
⇔
考
察
の
対
象
と
な
る
歴
史
的
過
程
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
「
核
」
に
関
す
る
視
座
が
必
ら
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
こ

と
、
⑬
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
こ

れ
ら
を
中
ソ
対
立
の
生
成
と
発
展
の
歴
史
的
過
程
の
考
察
に
ど
う
反
映
さ

せ
る
か
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
、
㊨
中
ソ
対
立
を
統
一
的
に
把
握
す
る

た
め
に
必
要
な
基
本
的
枠
組
の
設
定
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
．
㊨
一
次
資

料
の
探
索
と
発
掘
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
著
者
は
こ
う
し
た
困
難
な
問
題
を
克
服
す
ぺ
く
、
考
察
の
方
法
と
し
て

対
象
期
間
、
一
次
資
料
、
視
座
・
基
本
枠
組
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
式

化
す
る
。

　
ま
ず
期
間
に
つ
い
て
は
．
中
ソ
同
盟
関
係
が
成
立
し
そ
れ
が
弱
体
・
形

骸
化
す
る
と
と
も
に
中
ソ
対
立
が
生
成
・
発
展
・
極
大
化
す
る
に
至
る
過

程
を
、
第
二
次
大
戦
終
了
の
一
九
四
五
年
か
ら
米
英
ソ
三
国
間
に
部
分
的

核
実
験
停
止
条
約
が
調
印
さ
れ
る
一
九
六
三
年
ま
で
と
す
る
。
次
に
資
料

に
つ
い
て
は
、
「
生
の
事
実
」
に
近
い
関
係
一
次
資
料
を
系
統
的
に
点
検
・

探
索
・
発
掘
す
る
こ
と
に
努
め
、
さ
ら
に
視
座
と
し
て
は
、
第
二
次
大
戦

終
了
後
の
中
ソ
関
係
を
規
定
し
て
き
た
基
本
的
要
因
、
す
な
わ
ち
米
中
ソ

の
「
核
』
、
中
ソ
の
大
国
民
族
主
義
、
意
識
及
び
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
に
関
わ
る
歴
史
的
過
程
を
で
き
る
限
り
統
一
的
に
再
構
成
す
る
こ
と

に
努
め
た
。
そ
し
て
、
ω
巨
大
核
戦
力
の
相
対
的
均
衡
を
背
景
と
す
る
米

ソ
の
「
敵
対
的
共
存
」
関
係
、
⑲
大
国
民
族
主
義
に
由
来
す
る
中
ソ
の
意

図
の
背
反
を
分
析
の
基
本
的
枠
組
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
考
察
の
結
果
を

理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
．
中
ソ
対
立
が
ω
戦
略
構
造
上
の
要
因

と
し
て
の
中
ソ
の
対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反
、
＠
基
本
的
要
因
と
し
て
の

ソ
連
の
大
国
主
義
と
中
国
の
潜
在
的
大
民
族
意
識
の
背
反
、
の
直
接
的
要

因
と
し
て
の
中
ソ
核
戦
力
の
絶
対
的
格
差
に
対
す
る
中
ソ
の
意
図
の
背
反

の
累
積
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
う
し
た
結

論
を
そ
の
後
の
米
中
ソ
関
係
に
関
わ
る
歴
史
的
諸
事
実
に
よ
り
検
証
す
る

と
同
時
に
、
中
ソ
対
立
の
現
状
を
確
認
し
そ
の
将
来
を
展
望
す
る
こ
と
を

試
み
る
。

　
第
一
部
は
主
に
、
中
ソ
同
盟
関
係
が
成
立
し
た
一
九
五
〇
年
か
ら
、
ソ

連
共
産
党
第
二
〇
回
大
会
で
提
示
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
及
び
そ
れ
を

き
っ
か
け
と
す
る
東
欧
で
の
動
乱
の
収
拾
過
程
（
一
九
五
七
年
一
月
）
の
時
期

を
対
象
と
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
間
に
中
ソ
対
立
の
生
成
・
発
展
の

二
つ
の
基
本
的
要
因
の
萌
芽
と
台
頭
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

　
一
九
五
〇
年
二
月
に
成
立
し
た
中
ソ
同
盟
は
、
二
つ
の
基
本
的
要
因
を

持
っ
て
い
た
．
第
一
は
、
中
ソ
同
盟
関
係
が
大
国
主
義
的
傾
向
を
特
性
と

す
る
ソ
連
に
対
す
る
中
国
の
忍
従
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

中
国
が
こ
う
し
た
忍
従
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
国
の
安
全
保
障

と
国
家
建
設
の
た
め
、
ソ
連
か
ら
最
大
限
の
支
援
と
協
力
を
確
保
す
る
必
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要
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
潜
在
的
に
大
国
民
族
意
識
を
持
つ
中
国
が

許
容
し
得
る
ソ
連
へ
の
忍
従
に
は
大
き
な
限
界
が
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
、

中
ソ
の
同
盟
関
係
は
す
で
に
そ
の
成
立
の
時
点
で
両
国
の
背
反
の
萌
芽
を

内
包
し
て
い
た
。
第
二
に
、
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
締
結
の
交
渉
に
お
い
て

ソ
連
は
中
国
が
第
三
国
と
武
力
衝
突
に
い
た
っ
た
場
合
、
自
動
的
に
参
戦

す
る
意
図
の
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。
す
な
わ
ち
ソ
連
は
、
対
米
武
力
対

決
を
回
避
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
中
ソ
同
盟

関
係
は
、
中
ソ
両
国
が
事
実
上
ア
メ
リ
カ
を
仮
想
敵
国
と
し
て
成
立
し
た

同
盟
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
ソ
連
に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
的
対
決

の
決
意
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
基
本
的
矛
盾
を
含
む
同
盟
関
係
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
中
ソ
同
盟
に
は
成
立
の
時
点
で
、
著
者
の
い
う
「
米
ソ
巨
大

核
戦
力
の
相
対
的
均
衡
を
基
盤
と
す
る
米
ソ
の
『
敵
対
的
共
存
』
関
係
」

の
原
型
、
す
な
わ
ち
中
ソ
両
国
の
対
米
戦
略
・
戦
術
が
背
反
す
る
点
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、
そ
う
し
た
中
ソ
の
対
米

戦
略
・
戦
術
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
。
北
の
「
南
侵
」
は
ソ
連
の
賛
成

と
指
導
の
下
に
開
始
さ
れ
た
が
、
事
実
の
上
米
軍
で
あ
る
国
連
軍
の
反
撃

に
対
し
て
中
国
が
人
民
義
勇
軍
を
参
戦
さ
せ
た
の
に
対
し
、
ソ
連
は
対
米

直
接
対
決
を
避
け
る
た
め
、
戦
闘
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
の
み
な

ら
ず
、
ソ
連
は
中
国
に
近
代
的
兵
器
を
有
償
利
子
付
き
で
売
却
し
、
政
治

的
・
心
理
的
軋
礫
を
生
み
出
し
た
。

　
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ソ
の
死
は
、
中
国
の
対
ソ
重
圧
感
を
除
去
す

る
と
と
も
に
、
第
一
次
五
ケ
年
計
画
を
実
施
す
る
上
で
最
大
限
の
支
援
と

協
力
を
ソ
連
か
ら
得
た
い
中
国
指
導
者
を
し
て
対
ソ
協
調
政
策
を
と
ら
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
も
ソ
連
共
産
党
内
部
の
権
力
闘

争
の
一
環
と
し
て
対
中
協
調
政
策
を
積
極
化
し
、
一
九
五
四
年
か
ら
五
五

年
に
か
け
て
中
ソ
関
係
は
き
わ
め
て
緊
密
で
あ
っ
た
。
し
か
し
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
の
行
っ
た
「
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
」
は
、
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
内
容

的
に
も
、
ま
た
事
前
協
議
が
な
か
っ
た
点
も
不
満
の
種
と
な
り
、
社
会
主

義
建
設
へ
の
対
抗
意
識
を
毛
沢
東
に
植
え
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
タ

ー
リ
γ
批
判
を
き
っ
か
け
と
す
る
東
欧
諸
国
の
動
乱
収
拾
に
協
力
し
た
こ

と
も
中
国
の
意
識
を
高
め
、
中
ソ
両
国
間
の
意
識
の
背
反
が
活
性
化
し
や

す
い
状
況
が
生
れ
た
．

　
第
二
部
で
は
、
二
つ
の
対
立
要
因
が
中
ソ
問
で
新
た
に
発
展
す
る
過
程

と
核
を
め
ぐ
る
も
う
ひ
と
つ
の
対
立
要
因
が
分
析
さ
れ
る
。
一
九
五
七
年

中
ソ
両
国
は
国
防
新
技
術
協
定
を
締
結
し
、
ソ
連
は
原
爆
の
サ
ソ
プ
ル
と

関
係
技
術
資
料
の
提
供
を
約
束
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
毛
沢
東
は
、

ソ
連
共
産
党
二
〇
回
党
大
会
に
関
し
独
得
の
核
戦
争
観
を
主
張
し
て
ソ
連

の
「
平
和
共
存
」
路
線
と
対
立
し
た
。
ソ
連
指
導
部
は
中
国
の
核
保
有
を

危
険
と
見
て
新
技
術
協
定
の
履
行
に
疑
い
を
持
つ
に
至
っ
た
。
翌
一
九
五

八
年
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
は
形
骸
化
し
始
め
る
。
西
ド
イ
ッ
の
核
武
装

の
潜
在
的
可
能
性
に
対
す
る
ソ
連
の
懸
念
は
、
中
国
に
対
し
核
不
拡
散
の

同
意
を
求
め
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
書
簡
の
発
出
と
な
っ
た
。
一
方
中
国
は
自

力
に
よ
る
核
開
発
の
意
図
を
公
表
し
、
さ
ら
に
ソ
連
と
事
前
協
議
を
行
う

こ
と
な
く
金
門
・
馬
祖
両
島
へ
の
砲
撃
を
断
行
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
国

本
土
に
誘
い
込
み
ソ
連
が
原
爆
を
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
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対
し
ソ
連
は
、
米
中
軍
事
衝
突
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
て
か
ら
初
め
て
中

国
に
対
す
る
核
の
支
援
を
声
明
し
た
．
ま
た
ソ
連
は
中
国
に
対
し
、
中
ソ

合
同
艦
隊
の
設
立
提
案
、
中
国
内
四
港
へ
の
ソ
連
艦
隊
の
寄
港
許
可
要
請

な
ど
を
行
い
、
中
ソ
の
戦
力
・
戦
術
の
背
反
が
具
体
的
に
見
ら
れ
る
に
至

る
。
著
者
は
一
九
五
八
年
に
、
中
ソ
対
立
の
生
成
・
発
展
に
か
か
わ
る
三

つ
の
要
因
が
一
度
表
面
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
．

　
一
九
五
九
年
六
月
、
ソ
連
は
新
技
術
協
定
を
事
実
上
破
棄
す
る
に
至
る
．

そ
れ
は
中
国
を
非
核
の
政
治
的
・
軍
事
的
三
流
国
に
と
ど
め
お
こ
う
と
す

る
意
図
だ
と
中
国
の
反
感
は
極
大
化
す
る
。
一
方
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
同
年

に
訪
米
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
と
会
談
、
米
ソ
「
平
和
共
存
」
路
線

を
進
展
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
精
神
を
打
ち
上
げ
た
．

中
国
は
こ
れ
に
反
発
し
、
政
治
的
・
心
理
的
、
さ
ら
に
潜
在
的
な
戦
略
的

対
立
が
中
ソ
間
に
生
起
・
発
展
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
部
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
い
た
る
中
ソ
対
立
の
多
面
的

な
拡
大
と
、
さ
ら
に
六
二
年
か
ら
六
三
年
に
顕
在
化
し
た
対
立
激
化
へ
の

過
程
が
分
析
さ
れ
る
。
一
九
六
〇
年
四
月
以
降
、
両
国
の
対
米
戦
略
戦
術

の
背
反
を
背
景
と
し
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
論
争
が
開
始
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

帝
国
主
義
の
本
質
は
普
遍
と
し
て
、
対
米
「
平
和
共
存
」
路
線
に
疑
問
を

呈
し
強
硬
路
線
を
正
統
化
す
る
北
京
に
対
し
、
モ
ス
ク
ワ
は
国
際
社
会
に

お
け
る
力
関
係
が
変
化
し
た
現
在
、
「
平
和
共
存
」
こ
そ
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
主
義
に
合
致
す
る
と
反
論
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の

U
I
∬
型
偵
察
機
が
ソ
連
上
空
に
侵
入
、
撃
墜
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
．

こ
の
事
件
は
ア
メ
リ
カ
の
帝
国
主
義
的
本
質
が
普
遍
で
あ
る
と
の
中
国
の

立
場
を
立
証
し
た
観
を
呈
し
、
中
国
は
ま
す
ま
す
激
烈
な
論
陣
を
は
っ
た
．

ソ
連
は
、
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
に
集
っ
た
社
会
主
義
諸
国
党
代
表
に
「
反
中

文
書
」
を
配
布
し
、
中
国
は
ソ
連
非
難
の
声
明
を
出
し
、
論
争
は
社
会
主

義
陣
営
全
体
を
巻
ぎ
込
む
抗
争
へ
と
発
展
し
た
．

　
こ
の
論
争
は
、
同
年
一
一
月
の
モ
ス
ク
ワ
会
議
に
お
い
て
も
大
き
な
問

題
と
な
り
、
声
明
作
成
過
程
に
お
い
て
中
ソ
は
激
論
を
戦
わ
せ
た
。
さ
ら

に
中
ソ
対
立
の
背
景
に
は
、
米
ソ
戦
略
関
係
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。
ソ
連
は
六
〇
年
、
六
一
年
と
大
陸
間
弾
道
弾
S
S
－
7
、
S

S
－
8
の
実
験
に
成
功
し
、
対
米
戦
略
優
位
を
誇
示
し
た
。
中
ソ
関
係
は

一
時
小
康
状
態
を
得
る
が
、
一
九
六
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
再
び
激
化

の
様
相
を
呈
す
る
。

　
第
七
章
、
「
中
ソ
対
立
激
化
へ
の
過
程
」
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
、
部
分

核
実
験
停
止
条
約
を
中
心
に
、
中
ソ
対
立
の
極
大
化
を
扱
う
。
ア
メ
リ
カ

は
、
偵
察
衛
星
に
よ
っ
て
ソ
連
の
I
C
B
M
の
実
戦
配
備
が
モ
ス
ク
ワ
の

宣
伝
か
ら
は
程
遠
い
こ
と
を
知
り
、
そ
の
旨
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
衝
撃

を
受
け
た
ソ
連
は
、
中
距
離
弾
道
弾
を
キ
ュ
ー
バ
に
配
備
し
よ
う
と
試
み

た
．
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
キ
ュ
ー
バ
危
機
が
発
生
し
た
。
中
国
は
ソ
連
の
降

伏
主
義
を
嘲
笑
し
．
中
ソ
の
関
係
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
。
一
方
米
ソ
間

に
は
キ
ュ
ー
バ
危
機
以
降
「
共
存
」
が
不
可
避
で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識

が
生
ま
れ
、
一
九
六
三
年
七
月
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
が
成
立
し
た
。

米
ソ
の
暗
黙
の
「
不
戦
条
約
」
は
中
国
か
ら
す
れ
ば
、
ソ
連
が
同
盟
国
中

国
よ
り
「
共
存
」
・
「
共
栄
」
の
対
象
を
ア
メ
リ
カ
に
移
し
た
こ
と
を
意
味

し
、
対
ソ
不
信
感
は
ま
さ
に
極
大
化
し
た
の
で
あ
る
．
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一
部
・
二
部
に
よ
っ
て
中
ソ
対
立
の
生
成
・
発
展
の
歴
史
的
展
開
を
明

ら
か
に
し
た
著
者
は
、
第
八
章
に
お
い
て
理
論
的
な
整
理
と
検
証
を
行
う
。

　
ま
ず
各
基
本
枠
組
の
観
点
か
ら
、
中
ソ
対
立
の
基
本
要
因
が
ω
中
ソ
の

対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反
、
ω
ソ
連
の
大
国
主
義
と
、
中
国
の
潜
在
的
大

国
・
民
族
意
識
の
背
反
、
㈹
中
ソ
核
戦
力
の
絶
対
的
格
差
に
対
す
る
中
ソ

の
意
図
の
背
反
の
三
つ
が
指
摘
さ
れ
る
。
特
に
ω
に
関
し
て
、
ソ
連
で
は

＠
対
米
戦
略
優
位
の
「
超
大
国
」
志
向
、
⑥
政
治
的
・
軍
事
的
拡
張
主
義
、

＠
ソ
連
を
絶
対
優
位
の
指
導
者
と
す
る
社
会
主
義
陣
営
の
維
持
・
拡
大
志

向
、
⑥
大
国
主
義
的
専
断
、
専
横
、
対
ソ
追
随
・
従
属
の
強
要
、
＠
過
度

の
民
族
的
利
己
主
義
・
自
己
中
心
主
義
等
の
具
体
的
発
現
形
態
を
と
っ
た
．

一
方
、
中
国
で
は
＠
米
ソ
に
準
ず
る
「
大
国
」
志
向
、
⑥
核
保
有
の
意
図
、

＠
対
ソ
対
等
・
対
抗
意
識
、
対
ソ
自
主
・
独
立
志
向
、
対
ソ
追
随
・
従
属

の
否
定
、
⑥
「
第
三
世
界
」
に
お
け
る
潜
在
的
指
導
権
確
立
志
向
等
の
具

体
的
形
態
を
と
り
、
具
体
的
な
政
治
の
「
場
」
に
お
い
て
両
国
は
、
各
種

各
様
の
組
み
合
わ
せ
で
対
立
を
深
め
て
い
っ
た
．

　
最
後
に
、
将
来
の
中
ソ
関
係
を
理
論
的
に
説
明
す
る
可
能
性
と
し
て
、

前
述
の
三
つ
の
要
因
か
ら
の
検
討
が
な
さ
れ
る
。
ま
ず
両
国
の
対
米
戦
略
・

戦
術
の
点
で
あ
る
。
核
拡
散
防
止
条
約
の
成
立
（
｝
九
六
八
）
、
S
A
L
T

I
の
調
印
（
一
九
七
二
）
、
S
A
L
T
H
の
調
印
（
一
九
七
九
）
は
、
米
ソ
の

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ

「
敵
対
的
共
存
」
関
係
の
基
盤
を
強
化
し
た
が
．
一
九
六
五
年
、
ア
メ
リ

カ
の
北
爆
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
は
、
中
国
の
対
米
敵
視
を
強
め
、

ベ
ト
ナ
ム
ヘ
の
支
援
を
強
化
し
た
。
し
か
し
一
九
六
九
年
三
月
の
珍
宝
島

（
ダ
マ
ソ
ス
キ
ー
島
）
に
お
け
る
軍
事
衝
突
は
、
中
国
の
対
ソ
警
戒
心
を
増
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

さ
せ
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
中
ソ
の
構
造
的
対
立
と
米
ソ
の
「
敵
対
的
共

存
」
は
．
ニ
ク
ソ
ソ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
米
中
接
近
へ
と
連
が
る
。

中
ソ
の
対
米
戦
略
・
戦
術
上
の
背
反
の
存
在
は
、
内
容
が
変
更
し
て
も
、

存
続
し
．
中
ソ
対
立
の
戦
略
構
造
上
の
要
因
と
し
て
の
地
位
を
占
め
続
け

て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
「
大
国
主
義
」
か
ら
、
ソ
連
は
チ
ェ
コ
事
件
（
一
九
六
八
）
、

ブ
レ
ジ
ネ
フ
ド
ク
ト
リ
ソ
（
一
九
六
八
）
、
さ
ら
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
侵
攻

（
一
九
七
九
）
を
引
き
起
こ
し
、
中
国
は
文
化
大
革
命
の
中
で
「
覇
権
主
義
」

「
社
会
帝
国
主
義
」
と
激
し
く
ソ
連
を
非
難
、
中
ソ
は
戦
争
の
危
機
さ
え

感
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
中
ソ
関
係
は
、
米
中
接
近
、
毛
沢
東
の

死
去
、
中
国
指
導
部
に
よ
る
近
代
化
路
線
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
改
善
の

方
向
に
向
っ
て
い
る
。
し
か
し
両
国
の
意
識
の
背
反
は
様
々
な
政
治
的
、

軍
事
的
、
心
理
的
対
立
を
惹
起
し
、
中
ソ
対
立
を
存
続
さ
せ
る
基
本
要
因

と
し
て
の
地
位
を
占
め
続
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
．

　
両
国
の
核
戦
力
の
絶
対
的
格
差
は
、
中
国
を
し
て
国
家
的
．
民
族
的
屈

辱
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
置
い
た
。
中
国
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦

力
の
質
的
・
量
的
拡
大
に
努
め
、
そ
の
格
差
縮
小
と
最
小
限
の
核
抑
止
力

の
保
持
を
試
み
た
。
こ
れ
に
対
し
ソ
連
は
、
ア
ジ
ア
に
中
距
離
弾
道
弾
を

配
備
し
、
格
差
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
た
．
中
距
離
弾
道
弾
は
撤
去
さ
れ

た
と
し
て
も
、
ア
ジ
ア
を
攻
撃
対
象
と
し
得
る
移
動
式
大
陸
間
弾
道
弾
は

中
国
に
潜
在
的
脅
威
を
与
え
続
け
、
中
ソ
対
立
を
存
続
さ
せ
る
直
接
的
要

因
と
し
て
の
地
位
を
占
め
続
け
る
と
い
う
。

　
以
上
か
ら
、
中
ソ
関
係
の
基
本
的
枠
組
を
構
築
す
る
三
要
因
は
、
現
象
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的
に
は
若
干
の
変
動
を
見
せ
な
が
ら
も
過
去
四
半
世
紀
一
貫
し
て
存
続
し
、

対
立
の
政
治
・
戦
略
上
の
基
本
的
枠
組
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
と
の
主

張
が
な
さ
れ
る
。

　
最
後
に
著
者
は
、
中
ソ
関
係
の
現
状
と
展
望
に
関
し
、
三
つ
の
基
本
的

要
因
か
ら
㈲
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
侵
攻
、
⑥
ソ
連
軍
の
モ
ン
ゴ
ル
駐

留
、
＠
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
カ
ソ
ボ
ジ
ア
か
ら
の
撤
退
の
い
わ
ゆ
る
「
三
大
障

害
」
が
完
全
に
除
去
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
潜
在
的
な

『
第
四
…
…
N
障
害
」
が
生
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

　
対
米
戦
略
・
戦
術
の
背
反
に
つ
い
て
は
、
＠
ソ
連
の
対
中
包
囲
は
形
を

か
え
て
存
続
し
、
⑥
米
中
日
に
よ
る
反
ソ
戦
略
「
協
調
」
ー
米
中
日
の

対
ソ
逆
包
囲
は
ソ
連
に
と
っ
て
警
戒
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
ソ
関
係

の
「
正
常
化
」
に
は
、
予
見
し
得
る
将
来
戦
略
構
造
上
の
要
因
に
基
く
一

定
の
限
界
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
．

　
核
戦
力
の
格
差
に
つ
い
て
は
、
中
国
は
ソ
連
の
巨
大
核
戦
力
を
背
景
と

す
る
潜
在
的
脅
威
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
予
見
し
得
る
将
来
一

定
の
戦
略
的
・
政
治
的
・
心
理
的
「
限
界
」
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
．

し
か
し
い
ず
れ
か
の
時
点
で
中
国
は
、
最
小
限
の
対
ソ
核
抑
止
力
を
持
ち
、

そ
の
場
合
、
中
ソ
間
に
は
不
可
避
的
な
「
共
存
」
関
係
が
構
築
さ
れ
る
と

の
予
見
が
な
さ
れ
る
。

　
以
上
本
論
文
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
の
評
価
す
べ
き
点
の
第
一

は
、
中
ソ
対
立
を
、
一
九
四
五
年
か
ら
六
三
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
三

つ
の
視
座
e
ソ
連
の
大
国
主
義
と
中
国
の
潜
在
的
大
国
民
族
意
識
、
⇔
米

ソ
巨
大
核
戦
力
の
相
対
的
均
衡
と
中
ソ
核
戦
力
の
絶
対
的
格
差
、
㊧
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
「
政
治
的
手
段
」
と
し
て
の
機
能
か
ら
分
析
し

た
点
で
あ
る
。
従
来
の
中
ソ
対
立
に
対
す
る
研
究
は
、
一
九
五
〇
年
代
に

力
点
を
置
く
か
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
論
争
・
軍
事
的
衝
突
な
ど
一
面
を
と
ら

え
て
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
評
価
す
ぺ
き
第
二
の
点
は
、
中
ソ
関
係
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
成
果
を

と
り
入
れ
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
関
係
基
礎
資
料
の
収
集
に
努
め
、
そ
れ

を
利
用
し
た
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
議
会
図
書
館
所
蔵
の
米
中
ソ
三
国

の
主
要
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
記
録
を
克
明
に
点
検
し
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
、

国
防
総
省
、
大
統
領
府
、
上
院
外
交
委
員
会
、
C
I
A
な
ど
が
「
機
密
』

を
解
除
し
た
関
係
資
料
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
日
記
回
顧
録
な
ど
も
参
照

し
た
．
さ
ら
に
中
国
人
の
嗜
好
、
行
動
様
式
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、
古
典
と
歴
史
小
説
な
ど
に
も
あ
た
り
、
奥
行
き
を
深
め
る
べ
く
努
力

を
し
て
い
る
。
ま
た
公
文
書
を
利
用
す
る
際
、
英
語
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
に
は
英
語
の
正
文
の
邦
訳
を
引
用
、
ロ
シ
ア
語
と
中
国
語
が
正
文
の
場

合
に
は
原
則
と
し
て
中
国
語
の
邦
訳
を
引
用
し
、
引
用
し
た
文
書
、
又
は

そ
の
一
部
を
著
者
が
引
用
す
る
場
合
に
は
傍
点
を
も
っ
て
示
し
、
引
用
し

た
文
書
又
は
そ
の
一
部
が
強
調
形
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
圏
点
を
も
っ

て
示
す
な
ど
、
極
め
て
注
意
深
い
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
評
価
す
べ
き
第
三
の
点
は
、
中
ソ
国
防
新
技
術
協
定
の
成
立
、
形
骸
化
、

破
棄
の
過
程
を
詳
細
に
ま
と
め
て
い
る
点
で
あ
る
．
従
来
こ
れ
ほ
ど
詳
細

に
こ
の
問
題
を
論
じ
た
先
行
業
績
は
少
な
い
。

　
し
か
し
若
干
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
中
ソ
対
立
の
生
成
発
展

の
要
因
を
三
つ
の
「
背
反
」
に
し
ぽ
り
す
ぎ
た
た
め
、
内
容
の
重
複
す
る

152



特別記事

点
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
文
章
の
要
約
的
叙
述
が
必
要
以
上
に

行
わ
れ
、
紙
数
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
中
国
の
潜
在
的
民
族
意
識
の
背
後
に
は
、
著
者
の
指
摘
す
る
よ
う

に
、
中
華
思
想
と
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
近
代
中
国
に
お
け
る
民
族
的
屈

辱
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
意
識
の
よ
り
直
接
的
、
具
体
的
根
源
は
、
中

国
共
産
党
の
運
動
の
歴
史
的
経
験
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
．
す
な
わ
ち

中
国
共
産
党
の
ソ
連
か
ら
の
独
立
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
江
西
ソ
ピ
エ

ト
期
に
お
け
る
農
村
工
作
重
点
主
義
、
抗
日
戦
争
期
に
お
け
る
新
民
主
主

義
論
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
国
化
な
ど
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関

す
る
指
摘
が
若
干
不
足
し
て
い
る
。
さ
ら
に
放
鳴
運
動
－
反
右
派
闘
争
－

人
民
公
社
i
大
躍
進
の
国
内
的
政
治
過
程
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
後
の
文
化
大
革
命
に
つ
な
が
る
中
国
的
、
あ
る
い
は
毛
沢
東
的
社
会

主
義
の
諸
特
徴
が
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ソ
連
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
と

同
時
に
ソ
連
と
異
な
る
中
国
独
自
の
政
治
基
盤
で
あ
っ
た
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
五
月
北
京
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

書
記
長
と
郵
小
平
軍
事
委
員
会
主
席
に
よ
り
中
ソ
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
首
脳
会
談
は
対
立
を
続
け
て
き
た
中
ソ
関
係
を
正
常
化
に
向
わ

せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
完
成
以
後
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
は
、
本
論
文
を
増
補
し
て
出
版
し
た
『
中
ソ
対
立
の
史
的
構
造
－

米
中
ソ
の
「
核
」
の
中
ソ
の
大
国
民
族
主
義
・
意
識
の
視
点
か
ら
ー
』
（
一

九
八
九
年
一
二
月
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
）
の
中
で
、
中
ソ
対
立
の
存
続
と

終
息
な
る
一
章
を
設
け
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
本
論
文
に
示
さ
れ
た
著
者
の
学
識
は
、
法
学
博
士
（
慶
懸
義
塾
大

学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
．

平
成
二
年
三
月
七
日

　
主
査
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
　
神
谷

　
副
査
　
　
慶
懸
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
　
山
田

　
副
査
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
　
　
　
　
　
池
井

　辰不
優雄二
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